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本
書
の
構
成

　

昨
年
二
〇
一
五
年
は
戦
後
七
〇
年
、
中
国
側

で
い
う
抗
日
戦
争
勝
利
七
〇
周
年
の
節
目
の
年

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
中
首
脳
会
談
の
実
現

や
訪
日
中
国
人
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国

家
間
の
レ
ベ
ル
で
も
国
民
意
識
の
レ
ベ
ル
で
も

日
中
関
係
は
依
然
と
し
て
冷
え
込
ん
だ
状
態

が
続
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ

（
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人 

人
間
文
化
研
究
機

構
）
現
代
中
国
地
域
研
究
の
愛
知
大
学
拠
点
で

あ
る
国
際
中
国
学
研
究
セ
ン
タ
ー
下
の
社
会
・

歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
班
が
お
よ
そ
五
年
間
に
わ

た
っ
て
行
っ
た
日
中
戦
争
史
研
究
会
の
研
究
協

議
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
成
果
を
ま
と

め
た
論
文
集
と
し
て
本
書
が
上
梓
さ
れ
た
。
本

書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
本
書
に

は
各
論
文
に
番
号
は
付
い
て
い
な
い
が
、
本
稿

で
は
紙
幅
の
関
係
で
便
宜
上
番
号
を
付
け
て
各

論
文
を
示
し
た
）。

　

序
文 

馬
場　

毅

　

Ⅰ　

満
洲
事
変
前
後

　

 

（
１
）
万
宝
山
・
朝
鮮
事
件
│
│
訊
問
調
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書
・
裁
判
記
録
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

 

菊
池
一
隆

　

 

（
２
）
遠
藤
三
郎
と
第
一
次
上
海
事
変
│
│

「
遠
藤
日
誌
」
を
中
心
に 

張　

鴻
鵬

　

 

（
３
）
福
建
事
変
時
に
お
け
る
日
本
政
府
の

対
応
に
つ
い
て
│
│
「
臨
検
・
封
鎖
問

題
」
と
「
抗
日
的
論
調
取
締
問
題
」
を

中
心
に 

橋
本
浩
一

　

 

（
４
）
抗
戦
前
四
川
に
お
け
る
少
額
貨
幣
と

中
国
幣
制
改
革 
岡
﨑
清
宜

　

Ⅱ　

盧
溝
橋
事
件
以
後

　

 

（
５
）
辻
政
信
と
チ
ャ
ハ
ル
作
戦

 

森　

久
男

　

 

（
６
）「
蒙
疆
政
権
」
の
家
畜
・
畜
産
物
統

制
政
策
│
│
獣
毛
・
獣
皮
取
引
機
構
を

中
心
に 

田
中　

剛

　

 

（
７
）
日
中
戦
争
期
の
満
洲
に
お
け
る
文
化

工
作
お
よ
び
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
観
に
関
す

る
考
察 

葛
西　

周

　

 

（
８
）
中
国
華
北
地
域
に
お
け
る
「
北
支

軍
」
映
画
工
作
と
新
民
映
画
協
会

 

張　

新
民

　

 

（
９
）
治
安
強
化
運
動
と
山
東
抗
日
根
拠
地

に
つ
い
て 

馬
場　

毅

　

 

（
10
）
汪
兆
銘
の
満
洲
国
訪
問 

一
九
四
二

 

三
好　

章

　

 

（
11
）
戦
時
下
晋
綏
辺
区
に
お
け
る
紙
幣
製

造
に
つ
い
て
│
│
洪
濤
印
刷
廠
の
西
農

幣
印
刷
を
中
心
に 

楊　

韜

　

 

（
12
）
抗
日
舞
踊
と
育
才
学
校
の
接
点
│
│

陶
行
知
、
戴
愛
蓮
、
呉
暁
邦
の
合
作

 

星
野
幸
代

　

 

（
13
）
第
二
次
大
戦
期
中
国
と
カ
イ
ロ
会
議

に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
秩
序
の
再
構
想
に

つ
い
て
│
│
蔣
介
石
日
記
を
基
礎
討
論

と
し
て 

呂
芳
上
／
野
口
武
訳

　

あ
と
が
き 

馬
場　

毅

　

索
引

各
論
文
の
概
要

　
（
１
）
一
九
三
一
年
七
月
に
吉
林
省
長
春
県

で
水
利
争
い
か
ら
生
じ
た
中
国
と
朝
鮮
の
農
民

の
衝
突
事
件
で
あ
る
万
宝
山
事
件
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
少
な
か
ら
ぬ
研
究
の
蓄
積

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
に
連
動
し
て
朝

鮮
全
土
で
お
こ
っ
た
朝
鮮
人
に
よ
る
在
朝
鮮
華

僑
へ
の
暴
動
事
件
で
あ
る
朝
鮮
事
件
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
等
閑
視
さ
れ
て
き

た
感
が
あ
る
。
本
稿
は
、
被
害
朝
鮮
人
、
在
朝

鮮
華
僑
、
民
間
日
本
人
、
そ
れ
に
日
本
人
警
察

の
四
極
か
ら
、
仁
川
を
中
心
に
事
件
の
真
相
に

迫
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、「
い
わ
ば

日
本
人
の
被
害
者
で
あ
る
朝
鮮
人
が
よ
り
弱
い

立
場
の
華
僑
を
攻
撃
し
、
被
害
者
と
す
る
と
い

う
「
負
の
玉
突
き
現
象
」
が
お
き
て
い
た
」
状

況
を
実
証
的
に
解
析
し
た
。

　
（
２
）
第
一
次
上
海
事
変
に
つ
い
て
、
そ
の

発
端
か
ら
停
戦
協
定
締
結
ま
で
の
経
緯
を
概
観

し
な
が
ら
、
そ
の
発
生
原
因
や
、
参
謀
本
部
の

作
戦
参
謀
遠
藤
三
郎
が
果
た
し
た
役
割
を
中
心

に
論
じ
て
い
る
。
と
り
わ
け
上
海
に
派
遣
さ
れ

た
遠
藤
が
、
同
事
変
の
「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
」
と
な
る
作
戦
と
し
て
立
案
し
た
七
了
口
上

陸
作
戦
が
、
軍
事
的
な
勝
利
の
要
因
と
な
っ
た

こ
と
を
実
証
的
に
論
じ
て
い
る
部
分
に
力
点
が

置
か
れ
て
い
る
。
後
に
軍
略
へ
の
批
判
的
姿
勢

を
と
っ
た
り
、
戦
後
は
護
憲
反
戦
活
動
を
行
っ

た
り
し
た
異
色
の
軍
人
遠
藤
の
同
事
変
時
に
お

け
る
作
戦
指
導
の
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。

　
（
３
）
一
九
三
三
年
一
一
月
、
日
本
の
権
益

が
集
中
す
る
福
建
省
で
、
短
命
に
終
わ
っ
た
と
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は
い
え
「
反
蔣
反
日
」
や
「
民
主
政
治
の
確
立
」

を
掲
げ
る
中
華
共
和
国
人
民
革
命
政
府
（
福
建

人
民
革
命
政
府
）
が
成
立
し
た
。
本
稿
は
、
そ

の
際
、
蔣
介
石
国
民
政
府
が
行
っ
た
臨
検
・
封

鎖
や
、
国
民
党
側
に
よ
る
抗
日
的
論
調
に
対
し

て
、
日
本
側
が
と
っ
た
外
交
政
策
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
同
革
命
政
府
に
つ
い

て
の
論
者
の
精
緻
な
研
究
の
上
に
、
本
稿
で
は

同
政
府
成
立
に
際
し
て
、
こ
の
時
期
の
日
本
の

対
外
政
策
の
課
題
が
「
満
洲
国
」
の
存
在
を
前

提
と
し
た
対
外
関
係
の
修
復
に
あ
っ
た
こ
と
を

背
景
と
し
つ
つ
、
日
本
側
が
比
較
的
抑
制
的
、

現
状
維
持
的
な
対
応
を
と
っ
た
こ
と
な
ど
が
解

明
さ
れ
て
い
る
。

　
（
４
）
国
民
政
府
に
よ
る
幣
制
改
革
に
つ
い

て
は
、
従
来
中
央
政
府
レ
ベ
ル
の
制
度
史
的
な

研
究
が
多
く
、
貨
幣
流
通
を
具
体
的
に
検
討
し

た
も
の
は
ほ
ぼ
江
南
に
限
ら
れ
、
か
つ
本
位
貨

幣
で
あ
る
銀
貨
を
法
幣
に
置
換
す
る
過
程
ま
で

し
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿

は
、
少
額
貨
幣
や
輔
幣
券
・
補
助
貨
幣
の
流
通

状
況
、
法
幣
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
四
川

省
を
舞
台
に
具
体
的
な
状
況
を
実
証
的
に
解
明

し
て
い
る
。
と
り
わ
け
幣
制
改
革
や
一
九
三
六

年
の
輔
幣
条
例
の
制
定
に
よ
る
貨
幣
統
合
の
方

策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
幣
と
少
額
貨
幣
と
の

レ
ー
ト
を
安
定
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
国
民
政
府
が
中
国
社
会
を
包
摂
で
き
な
い

ま
ま
日
中
戦
争
に
突
入
し
て
い
っ
た
状
況
が
詳

述
さ
れ
て
い
る
。

　
（
５
）
辻
政
信
と
い
え
ば
、
参
謀
と
し
て
の

無
謀
な
諸
作
戦
指
導
や
、
戦
後
の
特
異
な
行
動

歴
な
ど
話
題
に
は
事
欠
か
な
い
。
し
か
し
、
辻

と
チ
ャ
ハ
ル
作
戦
・
山
西
作
戦
と
の
関
係
、
関

東
軍
の
両
作
戦
へ
の
関
与
、
日
中
戦
争
の
趨
勢

へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
は
乏
し
い
研
究
し

か
な
か
っ
た
。
本
稿
は
支
那
駐
屯
軍
参
謀
部

の
「
末
席
」
課
員
に
過
ぎ
な
か
っ
た
辻
が
、
む

し
ろ
そ
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
身
軽
さ
を
活
か
し

て
各
戦
場
や
、
各
軍
司
令
部
間
を
縦
横
に
飛
び

回
っ
た
様
を
克
明
に
描
き
つ
つ
、
板
垣
征
四
郎

師
団
長
の
庇
護
の
下
、
平
型
関
の
戦
い
や
太
原

作
戦
な
ど
が
主
導
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
ら
が
関

東
軍
参
謀
ら
の
政
務
工
作
と
相
ま
っ
て
蒙
疆
政

権
を
生
む
原
動
力
に
な
っ
て
い
っ
た
経
緯
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　
（
６
）
日
中
戦
争
勃
発
後
、「
蒙
疆
」
に
お
い

て
対
日
協
力
政
権
と
し
て
樹
立
さ
れ
た
一
連
の

「
蒙
疆
政
権
」
の
家
畜
・
畜
産
統
制
政
策
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。
当
地
に
出
回
る
畜
産
物
、

特
に
羊
毛
を
は
じ
め
と
す
る
獣
毛
類
は
、
ア
ヘ

ン
を
上
回
る
稼
ぎ
頭
と
し
て
「
蒙
疆
政
権
」
の

財
源
を
確
保
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
ま
た
重
要
な
軍
事
物
資
で
も
あ
っ
た
。
本

稿
で
は
、
日
系
商
社
を
ま
と
め
て
組
織
し
た
蒙

疆
羊
毛
同
業
会
が
解
散
さ
れ
た
後
、
一
九
三
九

年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
蒙
疆
畜
産
公
司
を
中
心

と
す
る
収
買
機
構
の
変
遷
に
つ
い
て
、
重
慶
側

の
対
抗
策
や
、
抗
日
秘
密
結
社
の
策
謀
と
さ
れ

た
「
在
包
頭
同
志
会
事
件
」、
駐
蒙
軍
・「
蒙
疆

政
権
」・
日
系
企
業
の
間
に
生
じ
た
齟
齬
な
ど

を
軸
に
解
明
し
て
い
る
。

　
（
７
）
従
来
、
音
楽
家
の
回
想
録
や
、
内
地

で
の
音
楽
統
制
政
策
に
つ
い
て
の
研
究
は
あ
っ

た
が
、「
満
洲
」
で
の
音
楽
工
作
に
つ
い
て
、
音

楽
ジ
ャ
ン
ル
観
の
視
点
か
ら
専
論
と
し
て
扱
っ

た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は

旧
「
満
洲
」
で
の
音
楽
を
中
心
と
す
る
文
化
工

作
の
経
緯
を
辿
り
つ
つ
、
日
本
の
流
動
的
な
音

楽
ジ
ャ
ン
ル
観
に
つ
い
て
、「
満
洲
」
に
お
け

る
文
化
帝
国
主
義
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
ジ
ャ
ズ
が
「
敵
性
」「
退
廃
性
」
音
楽



178

と
さ
れ
、「
大
東
亜
音
楽
」
な
る
も
の
も
構
想

さ
れ
て
い
く
状
況
の
中
で
、
生
き
残
り
を
か
け

て
音
楽
家
た
ち
が
立
ち
振
る
舞
い
な
が
ら
も
、

「
浄
化
さ
れ
た
音
楽
」
が
標
榜
さ
れ
、
ジ
ャ
ズ

さ
え
も
「
国
民
音
楽
」
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く

様
子
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。

　
（
８
）
華
北
が
日
本
軍
占
領
下
に
入
っ
た

後
、
対
民
衆
教
化
宣
伝
機
関
と
し
て
一
九
三
七

年
一
二
月
に
新
民
会
が
設
立
さ
れ
た
が
、
間

も
な
く
し
て
新
民
映
画
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

本
稿
は
、「
北
支
軍
」
が
、「
満
映
」
を
利
用
し

つ
つ
、
同
協
会
に
現
地
の
宣
撫
映
画
製
作
機
関

と
、「
満
映
」
の
華
北
映
画
配
給
機
構
（「
満

映
」
北
京
出
張
所
）
と
い
う
二
つ
の
性
格
を
持

た
せ
つ
つ
設
立
し
、
同
協
会
が
華
北
映
画
工
作

に
お
け
る
濫
觴
期
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た

経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
対
中

国
人
吸
収
工
作
と
し
て
の
意
識
に
乏
し
く
、
日

本
映
画
の
中
国
人
へ
の
浸
透
は
果
た
せ
な
か
っ

た
実
態
を
、
入
場
者
数
や
映
画
館
設
置
の
状

況
、
日
中
の
観
衆
の
反
応
な
ど
の
資
料
を
豊
富

に
駆
使
し
な
が
ら
描
写
し
て
い
る
。

　
（
９
）
一
九
四
一
年
か
ら
四
二
年
に
か
け
て

共
産
軍
側
は
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
そ
れ

を
も
た
ら
し
た
治
安
強
化
運
動
に
つ
い
て
は
、

従
来
軍
事
掃
討
の
側
面
が
重
視
さ
れ
、「
総
力

戦
」「
全
体
戦
」
と
し
て
の
理
解
や
対
日
協
力

政
権
側
の
関
与
に
つ
い
て
の
研
究
は
不
十
分
で

あ
っ
た
。
本
稿
は
一
九
四
一
年
三
月
以
降
に
実

施
さ
れ
た
山
東
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
五
次
に

及
ぶ
治
安
強
化
運
動
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
実

相
を
詳
細
、
具
体
的
に
叙
述
し
な
が
ら
、「
勦

共
」
と
そ
れ
に
よ
る
治
安
維
持
工
作
の
本
質
を

明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
北
支
那
方
面
軍
の

主
導
下
で
同
運
動
が
軍
事
攻
勢
だ
け
で
な
く
、

華
北
政
務
委
員
会
に
よ
る
政
治
経
済
文
化
工
作

と
総
合
し
た
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
が

検
証
さ
れ
て
い
る
。

　
（
10
）
本
稿
は
初
め
に
、
汪
兆
銘
政
権
を
め

ぐ
る
研
究
史
に
つ
い
て
内
外
の
最
新
の
研
究

状
況
を
手
際
よ
く
整
理
し
つ
つ
、
論
者
自
ら

は
「
仮
説
」
と
し
な
が
ら
も
汪
政
権
を
「
買

弁
」
の
概
念
で
理
解
す
る
新
し
い
観
点
を
提
起

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
汪
政
権
が
目
指
し
た
自

立
性
、
主
体
性
の
表
出
で
あ
る
「
国
際
関
係
」

の
構
築
の
う
ち
、
特
に
「
満
洲
国
」
と
の
関
係

に
注
目
し
、
一
九
四
二
年
五
月
の
汪
の
「
満
洲

国
」
訪
問
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
と
意
味
を
考

察
し
て
い
る
。
汪
政
権
内
部
や
一
部
支
那
派
遣

軍
内
で
も
こ
の
訪
問
へ
の
不
協
和
音
が
あ
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
故
古
厩
忠
夫
ら
が
提

起
し
た
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
概
念
を
踏
ま
え
て

の
「
漢
奸
」
や
「
傀
儡
」
を
め
ぐ
る
興
味
深
い

議
論
な
ど
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
（
11
）
従
来
特
定
の
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る

通
貨
政
策
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
極
め
て
わ

ず
か
し
か
な
か
っ
た
が
、
本
稿
は
晋
綏
辺
区
の

通
貨
政
策
を
そ
の
紙
幣
製
造
の
側
面
か
ら
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
辺
区
の
通
貨
政

策
全
般
の
構
造
を
究
明
し
て
い
く
う
え
で
の
重

要
な
基
礎
的
作
業
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
具

体
的
に
は
、
当
初
晋
綏
地
区
の
興
県
に
置
か
れ

た
洪
濤
印
刷
廠
の
設
立
経
緯
や
組
織
形
態
、
同

印
刷
廠
に
よ
る
西
北
農
民
銀
行
発
行
の
紙
幣
で

あ
る
西
農
幣
の
詳
細
な
製
造
工
程
、
戦
時
下
の

困
難
な
環
境
の
中
で
な
さ
れ
た
幾
多
の
技
術
的

発
明
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
紙

幣
製
造
が
辺
区
の
金
融
財
政
の
重
要
な
一
環
と

な
り
、
抗
日
闘
争
を
支
え
て
い
っ
た
こ
と
も
示

唆
さ
れ
て
い
る
。

　
（
12
）
抗
日
文
芸
運
動
研
究
に
お
い
て
解
明

が
遅
れ
て
い
る
舞
踊
の
領
域
で
、
主
と
し
て
一
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九
四
〇
年
代
、
教
育
家
の
陶
行
知
と
、
舞
踊
家

の
戴
愛
蓮
お
よ
び
呉
暁
邦
が
歩
ん
だ
足
跡
と
彼

ら
の
相
互
関
係
を
辿
り
な
が
ら
、
舞
踊
史
と
抗

日
教
育
研
究
、
舞
踊
作
品
研
究
、
お
よ
び
知
識

人
交
流
研
究
と
を
結
合
さ
せ
て
、
新
た
な
知
見

を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
共
産
党
支
援
下

で
、
一
九
三
九
年
に
重
慶
に
「
育
才
学
校
」
が

創
設
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
四
四
年
末
か
四
五
年

初
頭
に
舞
踊
組
の
本
格
的
な
開
設
が
さ
れ
た
こ

と
を
叙
述
の
軸
に
し
つ
つ
、
同
校
が
開
催
し
た

音
楽
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
な
ど
も
詳
細
に
検

討
し
て
い
る
。
重
慶
知
識
人
ら
の
役
割
、
舞
踊

と
戦
災
児
童
教
育
や
救
国
抗
日
教
育
と
の
関
わ

り
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
（
13
）
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
「
蔣
中
正

日
記
」
を
駆
使
し
な
が
ら
、
カ
イ
ロ
会
議
で
蔣

介
石
が
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
こ
の
会
議
に

臨
ん
だ
の
か
を
、
前
後
の
国
際
情
勢
を
踏
ま
え

な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
主
要
に
依
拠
す
る
史
料

が
蔣
介
石
の
日
記
と
い
う
「
一
面
性
や
主
観
」

性
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
戒
し
つ
つ
、

四
大
国
中
の
「
最
弱
」
国
と
い
う
立
ち
位
置
に

い
た
中
国
が
、
会
議
の
中
で
ど
の
よ
う
に
東
ア

ジ
ア
の
戦
後
構
想
を
主
張
し
一
定
の
成
果
を
得

て
い
っ
た
の
か
、
蔣
介
石
の
苦
衷
に
も
言
及
し

な
が
ら
の
議
論
は
明
解
で
あ
る
。
中
国
側
か
ら

見
た
同
会
議
の
裏
舞
台
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
同
会
議
の
世
界
史
的
な
意
義
を
再
構

成
し
、
ま
た
中
国
の
国
際
的
地
位
の
大
転
換
の

軌
跡
と
意
味
を
明
示
し
て
い
る
。

本
書
の
特
色
と
課
題

　

本
書
全
体
を
通
じ
た
特
色
と
課
題
を
記
し
て

お
き
た
い
。
最
大
の
特
色
は
、
書
名
の
示
す
と

お
り
政
治
・
経
済
・
軍
事
・
文
化
・
民
族
な
ど

の
「
多
角
的
視
点
か
ら
」
日
中
戦
争
を
捉
え
、

従
来
の
研
究
が
十
分
に
は
論
究
で
き
て
い
な
い

研
究
領
域
や
人
物
、
事
象
に
踏
入
っ
た
分
析
を

行
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
は
学
問
的

伝
統
の
枠
を
超
え
て
国
内
外
に
わ
た
る
学
際
的

共
同
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
十
分
に
生
か
さ
れ
た

成
果
と
言
え
よ
う
。
そ
の
具
体
的
状
況
は
「
各

論
文
の
概
要
」
で
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

各
論
文
と
も
一
次
史
料
を
縦
横
に
駆
使
し
つ

つ
、
日
中
戦
争
の
政
治
・
軍
事
史
的
側
面
の
み

な
ら
ず
、
民
族
問
題
、
通
貨
・
貨
幣
政
策
、
畜

産
物
統
制
、
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
観
、
映
画
、
舞

踊
、
外
交
政
策
な
ど
経
済
・
社
会
・
文
化
史
的

側
面
か
ら
も
、
実
に
多
様
か
つ
興
味
深
い
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
。
そ
こ
に
登
場
す
る
ア
ク

タ
ー
も
、
国
民
党
政
府
、
共
産
党
勢
力
、
日
本

（
軍
）、
対
日
協
力
政
権
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
抗

争
の
下
で
必
死
に
生
き
る
芸
術
家
、
文
化
人
、

一
般
民
衆
な
ど
実
に
多
彩
で
あ
る
。
こ
う
し
た

手
法
に
よ
っ
て
、「
侵
略
」
と
「
抗
日
」、
あ
る

い
は
「
抵
抗
」
と
「
協
力
」
で
描
く
単
純
な
革

命
史
観
で
は
包
摂
で
き
な
い
日
中
戦
争
の
ま
さ

に
複
雑
で
重
層
的
な
構
造
を
衝
い
た
書
と
な
っ

て
い
る
。
日
中
戦
争
を
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と

す
る
近
年
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
書

が
新
た
な
視
点
と
手
法
を
提
示
し
た
意
義
は
計

り
知
れ
な
い
。

　

第
二
の
特
色
と
し
て
、「
多
角
的
視
点
か
ら

見
た
」
日
中
戦
争
像
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
し

か
も
日
中
双
方
の
研
究
者
が
二
十
数
回
に
も
及

ぶ
研
究
会
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
集
い
共
同

研
究
と
し
て
議
論
を
し
た
成
果
を
ま
と
め
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
中
戦
争
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識

問
題
の
相
互
理
解
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
活

発
な
両
国
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
の
道
筋
を
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さ
ら
に
確
実
な
も
の
と
し
て
踏
み
固
め
た
意
義

は
大
き
い
。「
序
文
」
に
は
「
本
書
を
あ
え
て

世
に
問
う
理
由
」
と
し
て
、「
歴
史
認
識
の
起

点
に
な
り
、
戦
後
の
国
際
秩
序
形
成
の
一
環
と

な
っ
た
日
中
戦
争
に
つ
い
て
の
実
相
の
関
心

は
、
決
し
て
高
く
な
い
」
こ
と
、
特
に
日
本
に

お
い
て
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
現
下
の
状
況
を
打
開
す
る
糸
口
と
し

て
も
、
こ
の
共
同
研
究
と
そ
の
成
果
の
刊
行
は

裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大
き
い
。
日
中

戦
争
に
関
す
る
更
な
る
共
同
研
究
の
確
か
な
足

掛
か
り
と
な
ろ
う
。

　

本
書
の
課
題
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
そ
れ
は
各
論
文
が
そ
れ
ぞ
れ
斬
新
な
視
点

を
も
ち
、
き
わ
め
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
だ

け
に
、
全
体
を
俯
瞰
し
た
総
論
の
よ
う
な
も
の

が
あ
れ
ば
、
い
っ
そ
う
有
益
な
議
論
を
提
供
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
惜
し
ま
れ
る
点
で
あ

る
。
い
わ
ば
精
緻
な
“
虫
瞰
図
”
は
あ
っ
て

も
、
全
体
を
見
渡
す
鳥
瞰
図
が
な
い
読
後
感
が

残
る
。
せ
っ
か
く
「
多
角
的
視
点
か
ら
見
た
」

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
新
た
に
拓
い
た

研
究
地
平
か
ら
日
中
戦
争
に
つ
い
て
何
が
見
え

て
く
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
政
治
・
経
済
・
軍

事
・
文
化
・
民
族
の
相
克
」
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
何
が
ど
う
「
相
克
」
し

て
い
る
の
か
、「
考
え
る
ヒ
ン
ト
」
の
よ
う
な

も
の
で
も
提
示
し
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
か
っ

た
と
一
読
者
と
し
て
思
う
。
付
言
す
る
な
ら

ば
、「
国
民
レ
ベ
ル
」
で
の
関
心
を
高
め
よ
う

と
す
る
本
書
に
お
い
て
は
、
一
般
読
者
の
理
解

を
助
け
る
工
夫
が
も
う
少
し
ほ
し
か
っ
た
。
各

論
文
が
詳
細
に
地
理
的
空
間
を
お
さ
え
な
が
ら

論
述
し
て
い
る
が
、
一
般
に
は
あ
ま
り
な
じ
み

の
な
い
地
方
を
扱
う
際
に
は
関
係
地
図
が
あ
れ

ば
大
い
に
理
解
を
助
け
よ
う
。
難
解
な
経
済
用

語
は
や
は
り
説
明
が
ほ
し
い
。
中
文
・
英
文
資

料
の
引
用
は
、
訳
文
（
要
旨
）
を
付
け
た
り
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
意
訳
を
し
た
り
し
て
も

よ
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

と
は
い
え
、
厳
し
い
日
中
関
係
が
続
く
中
で

本
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
時
宜
を
得
た

も
の
で
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
を
多
面
的
側
面
か

ら
照
射
し
て
「
日
中
戦
争
の
実
相
を
明
ら
か
に

す
る
」
と
い
う
本
書
の
試
み
は
、
今
後
の
研
究

の
進
展
と
国
民
の
理
解
に
と
っ
て
、
一
つ
の
新

た
な
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
の
研
究
グ
ル
ー

プ
の
次
な
る
研
究
成
果
の
公
表
が
大
い
に
待
ち

望
ま
れ
る
。


